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一. 研究の目的と方法 
中国において「愛国主義教育」という用語が使われるようになるのは 1990 年代以降の
ことであるが、それ以前から中国では、民族国家の形成に向けた愛国心の育成、すなわち
愛国主義教育は必須の課題であった。しかし、1966-76年のプロレタリア文化大革命期（以
下「文革期」と略）における愛国主義教育に関する研究は、中国の内外いずれにおいても
まだ存在しない。それは、文革終結後、1981年に中国共産党中央委員会によって「建国以
来の党の若干の歴史問題に関する決議」（以下「歴史決議」と略）が採決され、文革期の体
制が全面的に正式に否定されたことによる。 
この「歴史決議」が、文革期に関する評価に与えた影響は大きい。これまでの文革期の
教育に対する解釈や評価も「歴史決議」の公式解釈に沿って行われてきた。すなわち、文
革期の教育が政治闘争による被害に帰結されたというものであった。このような評価に従
って、文革期の教育に関する先行研究においても、主に中国社会主義革命の一部、特に階
級闘争という視点で文革期の教育を説明・理解してきた。その時期の教育に階級闘争の思
想内容が多く含まれたことや、文革による教育の混乱により教育の質の低下を招いたこと
から、文革期の教育も全面的に否定された。そのため、「歴史決議」の公式見解は文革期の
教育に関する研究を阻害する主な原因の一つとなり、文革期の教育に対する多面的な研究
が中国国内では積極的に行われにくくなっているのが現状である。 
1949年に社会主義政権が樹立されてから、中国では一貫して思想政治教育という形で愛
国主義教育が行われ、文革期においては思想政治教育が教育の中心的な位置を占めた。そ
の主なねらいは、「社会主義祖国」「人民」「中国共産党」「毛沢東」への賛美と忠誠を植え
付けるものであり、文革期には、思想政治教育は頂点に達した。このように文革期の教育
の中心は思想政治教育であったが、それは愛国主義教育として捉えることができる。 
以上のような問題意識に立って、文革期における中等教育の教科書の分析を通して、文
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革期の愛国主義教育の展開過程とその特質を明らかにすることを本論文の目的とする。本
論文は文革期の教科書を分析対象とした教育内容史に関する研究である。 
本論文で教科書を研究対象として取り上げる理由は次の点である。教科書は「教学大綱」
（日本の「学習指導要領」に当たる）に準拠して編集されるものであり、「教学大綱」に示
された国家観念やその教科がめざす理想的な人間像が教科書の中に端的に表れている。ま
た、教科書は生徒にとって学校で毎日使用される身近な教材であり、生徒に必要な知識や
技能を与えることによって生徒の人間形成に大きいな影響力をもっている。以上の理由か
ら、その時期に求められる愛国主義教育の理念やそれがめざす人間像が最も具体的に述べ
られている教科書を研究対象とした。 
これまで中国の愛国心（愛国主義）教育に関する先行研究では、主に小学校の教科書を
研究対象としきたが、本論文では中等教育の教科書を分析対象とする。理由は以下の通り
である。第一に、文革期における中等学校の生徒の増加に伴い、将来中心となって社会主
義国家建設を担う中等教育に在籍する生徒に対する愛国主義教育の必要性が認識されたこ
と。第二に、中国においては青年期（中等教育段階）が愛国主義教育の内容を含む「社会
主義的な自覚の向上や共産主義的な道徳の形成」にとって重要な時期であると認識された
こと、である。 
また本論文では、先行研究の検討を通して得られた、「祖国への愛」「人民への愛」「労働
への愛」「毛沢東への愛」「社会主義への愛」「共産党への愛」という六つの愛を研究視点と
して、文革期に中学校・高校で使用された、語文 (国語)、歴史、英語、理数系の教科書の
内容分析を行った。具体的には、次の 3 点を中心に論証する。①各教科において、「祖国
への愛」、「人民への愛」、「労働への愛」、「毛沢東への愛」、「社会主義への愛」、「共産党へ
の愛」がどのような教材を通して教えられていたのか、②どの教科においても共通して扱
われている愛国主義教育に関する内容は何か、③各教科において独自な教材内容が何か。 
 
二. 本論文の構成 
本論文は、序章と終章を含む全九章によって構成されている。 
序 章 研究の目的と方法 
第一節 問題設定 
第二節 研究の目的と方法 
第三節 資料状況 
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第四節 本論文の構成 
第一章 現代中国の愛国主義教育の歴史に関する先行研究の検討 
第一節 先行研究の到達点 
第二節 先行研究の問題点と本研究の課題 
第二章 文革期における教科書の再編と出版 
第一節 教科書の使用と印刷の中止  
第二節 教育課程の簡素化と教科書の再編 
第三節 文革期の新しい教科書の出版 
第三章 文革期の教科書における愛国主義教材としての毛沢東 
第一節 文革前の教科書における毛沢東思想教育の状況 
第二節 文革期の教科書における毛沢東思想教育の位置づけ 
第三節 文革期の教科書の教材となった毛沢東の名作 
第四節 毛沢東にとっての「祖国」と「人民」 
第四章 語文教科書における愛国主義教育 
第一節 語文科教育と教科書制度の転換と語文教科書の概要 
第二節 愛国心の創出の強化 
第三節 理想的な人間像の提示 
第四節 考察 
第五章 歴史教科書における愛国主義教育 
第一節 文革期の歴史教科書の再編 
第二節 分析対象とする教科書の概要 
第三節 教科書にみる愛国主義教育の特徴 
第四節 考察 
第六章 英語教科書における愛国主義教育 
第一節 学校秩序の回復と外国語教育 
第二節 文革期の英語教科書の概要 
第三節 英語教科書による愛国主義教育 
第四節 英語教科書の中での理想的な人間像 
第五節 考察   
第七章 理数系教科書における愛国主義教育 
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第一節 理数系教科の統廃合と新しい教科書の再編 
第二節 理数系教科書の構成と特色 
第三節 理数系教科書における愛国主義教育 
第四節 考察  
終 章 結論―文革期における愛国主義教育の展開と特質―   
第一節 文革期における愛国主義教育の展開 
第二節 文革期における愛国主義教育の特質 
 
三. 本論文の概要 
以下、各章の概要について述べる。 
序章では、本論文の目的と方法を示した。まず、中国政府の 1981 年の「歴史決議」に
よって文革期の全面否定が行われ、それによって文革期における愛国主義教育研究の欠如
という現状を招いたことを説明し、文革期の教育の中心であった思想政治教育を愛国主義
教育として捉えることができることを提示した。次に、文革期の教科書収集の困難の状況
と入手状況を説明し、中等教育の語文（国語）、歴史、英語、理数系の教科書を本論文の研
究対象とすることを述べた。 
第一章では、建国期から現在にいたる愛国主義教育の歴史に関する先行研究の検討を通
して本論文の課題を明らかにした。まず、本論文のテーマと直接関わる先行研究を、建国
期と改革開放期に分けて教科書にみる愛国主義教育の展開を考察し、建国期から現在にい
たる愛国主義教育の内容の変化を分析した。先行研究では、建国期から現在いたる愛国主
義教育の歴史の流れが明らかにされた。次に、これまでの愛国心教育・愛国主義教育に関
する先行研究では、先にあげた理由から文革期の愛国主義教育に関する研究の欠如という
問題点があり、文革期における愛国主義教育の究明の必要性を明らかにした。最後に、本
論文では、これまでの先行研究の空白を埋めるため、文革期における愛国主義教育の展開
とその特質について、中等教育の教科書の分析を通して明らかにすることを研究課題とし
て設定した。 
第二章では、文革期における教科書の再編と出版に関する内容を取り上げた。まず、文
革前の教科書の使用状況と印刷の中止の実態を検討し、文革期に実際に教えられた教育内
容を、当時の教育に関する政府の文献や政策を通して分析し、そのなかにどのような教育
目標と教育内容が含まれたかを明らかにした。次に、文革期において教科書の編集がどの
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ように行われたかを考察した。文革期では全国的に統一した教科書は作られず、各省、市、
地区の教科書編集チームなどが自ら地方ごとで教科書を編集した。そのため多種多様な教
科書が存在し、混乱したかのように見えるが、実際には教科書の編集は政府と中共中央が
定めた路線・方針によって統制された。それらの教科書の内容は、地方の特色に合わせて
充実され、各地方の特色が現れた。その改革の過程には地域差がみられるが、毛沢東思想
教育の強化と工業・農業の生産過程における応用性への重視という共通のねらいがみられ
る。最後に、文革期の教科書の出版状況の変化を分析し、当時の新しい教科書の特徴を明
らかにした。文革期の教育改革の大きな特徴の一つは、学制の短縮、教育課程の簡素化と
統廃合が行われたことであった。文革期の新しい教科書の編集は毛沢東と共産党の教育方
針を指導思想とし、毛沢東と中国共産党への崇拝心と忠誠心を向上させ、社会主義祖国と
の一体化をはかる愛国主義的教材が強化された。 
第三章では、文革期の愛国主義教育の主な特質であった毛沢東への愛の強化を具体的に
把握するため、文革期の教科書において愛国主義教材として多く掲載された毛沢東の著作
関する内容を検討した。まず、文革前の教科書における毛沢東思想教育の状況と、文革期
の教科書における毛沢東思想教育の位置づけを明らかにした。文革期前の『語文』などの
教科書に毛沢東の著作がすでに掲載され、毛沢東への愛・忠誠に関する毛沢東思想教育が
展開された。文革期に入ると、「毛沢東思想はプロレタリア文化大革命の行動指針である」
と位置づけられ、各教科の教科書にはさらに毛沢東の多くの文章が教材として載せられ、
毛沢東思想教育が強化された。次に、文革期の教科書において愛国主義教育の教材として
取り上げられた毛沢東の著作の内容を分析し、毛沢東の著作に表われた「祖国」と「人民」
に対する毛沢東の認識を明らかにした。教材となった「老三篇」などの毛沢東の文章にお
いて、中国、中華民族への賛美などの「祖国への愛」、「人民は上帝だ」などの「人民への
愛」を導く内容も多く含められた。文革期の教科書による毛沢東崇拝の教育は、当時の愛
国主義教育の特徴的な一形態となった。 
  第四章では、語文教科書における愛国主義教育の内容を分析し、その特徴を明らかにし
た。まず、教育政策の文献のなかでの、語文教科書の再編集と使用に関する政府の規定な
どを考察し、本章の研究対象の概要や研究の枠組を説明した。次に、語文教科書における
「毛沢東への愛・忠誠」「祖国の敵への憎悪」「＜領土・主権＞意識の喚起」という愛国心
の向上を促す内容について検討した。毛沢東の語録・詩・文章、写真、毛沢東を賛美する
文章の大量掲載は文革期の語文教科書による愛国主義教育の主な特色の一つであった。そ
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れらは、文革前の語文教科書より多く、文革後のそれよりも多かった。文革期では、毛沢
東への愛と忠誠を促す教材内容は頂点に達した。また、当時、ソ連とアメリカは中国の仮
想敵国とされたため、ソ連とアメリカを批判する文章と敵国との戦いが描写された作品が
多く掲載された。これと対照的に、日本とイギリスを批判する文章は少なかった。領土・
主権の意識の喚起による生徒のナショナリズムの高揚が期待された。さらに、語文教科書
における「理想的な烈士・軍人像」「理想的な知識青年像」「理想的な労働者像」などに関
する分析を通して、毛沢東思想によって自己形成された彼らの行動が「祖国への愛」「人民
への愛」を示していることを明らかにした。毛沢東思想によって育成された彼らは、国家
や人民のために困難と死を恐れない精神をもった。生徒に彼らの自己犠牲の精神を発揚さ
せようとした。 
第五章では、愛国心の形成という視点で中等歴史教科書の内容を分析した。まず、文革
前と文革期の歴史教科書の再編集について取り上げ、文革前と文革期の歴史教科書の再編
集との関連性や特徴を明らかにした。次に、研究対象とする教科書編集の特徴と教科書内
容の分析の枠組みを分析した。さらに、歴史教科書に示された愛国主義的教材を分析し、
歴史教科書における生徒の愛国心の形成に関する次のような内容の特徴を明らかにした。
➀ 悠久な歴史を有する中国は優れた文化を創造したと描かれた。優れた中国文化を学習す
る生徒に、中国人としての誇りと自信をもたせようとした。② 中国は広大な国土を有する、
多民族によって構成されてきた国家として描かれ、1949年社会主義中国の成立後の中国と
その以前の中国との一体性が構築・強調された。生徒にこのような偉大な中華民族の一員
としての意識と誇りを持たせようとしていた。③ アヘン戦争以降、中国に対する列強の侵
略によって中国は半植民地社会に陥り、国家としての存亡の危機に直面した。近代中国の
苦難な歴史内容に関する詳細な記述は、生徒の愛国心を向上させるものであった。④ 国家
権威としての中国共産党と毛沢東を賛美した。これらの内容を学習する生徒に中国共産党
と毛沢東への崇拝と忠誠の念を持たせようとした。 
第六章では、英語教科書における愛国主義教育に関する内容を取り上げた。まず、文革
期における学校秩序の回復と外国語教育の状況を考察した。次に、英語教科書に表われた
愛国主義の形成に関する次のような内容を明らかにした。➀ 英語教科書には、他の教科書
には見られない毛沢東・共産党への愛と忠誠に関する特有の教材が掲載された。例えば、
「東方紅」「毛主席万歳、万々歳」「林彪副主席の指示」などの教材が掲載された。② 変貌
する祖国の首都や美しい山河と社会主義体制下での偉大な建設成果が紹介された。③ 英語
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教科書におけるアメリカ批判の文章は、アメリカの中国の台湾への支配を批判しただけで
はなく、ベトナム・ラオス・カンボジア東南アジアへの侵略も批判した。英語教科書にお
けるソ連批判の文章は、修正主義に変質したソ連の労働者の労働環境の悪化を問題視した。
さらに、革命時代の英雄、建国後の兵士、社会主義国家の建設のために貢献する農民、下
放知識青年など理想的な人間像の特徴を分析した。本章は文革期の英語教科書が愛国主義
教育のための道具の一つとなっていたことを明らかにした。 
第七章では、理数系教科書における愛国主義教育の状況を検討した。まず、文革期にお
ける理数系教科の統廃合の実態と背景、教科書の再編過程について考察した。文革前と文
革期の理数系の教科と教科書改革の背景と改革の実態を分析することによって、文革期前
の教科書改革との連続性を明らかにした。次に、理数系教科書の内容構成を詳細に分析し、
次のような愛国心の向上を促す教材が多く掲載されたことを明らかにした。➀ 経済建設の
成果が数多く紹介され、工場労働者や技術者たちの成果として賛美された。また、農村で
は、貧農・下層中農などの農民が、農業の科学技術を推進する主力だと褒め称えられた。
下放された知識青年たちに「農民に学べ」と教育された。このように人民は偉大な存在で
あり愛の対象に値する存在として強調された。② 引用される毛沢東の語録は国家経済建設
や理数系の知識の法則に関するものがほとんどであった。理数系の知識の法則にも精通す
る偉大な毛沢東のイメージが構築され、生徒たちに毛沢東に対する尊敬の念を抱かせよう
とした。③ 文革期の理数系の教科書において、強い社会主義祖国を建設するためには、物
理などの自然科学の知識をしっかりと学ばなければならないと主張され、文革期に強調さ
れた六つの愛の他に「科学への愛」が強調された。これが他の教科にはない理数系教科書
の特色である。科学が国家建設に役立つため、「科学への愛」をもつ生徒は将来祖国建設の
ための有用な人材として期待されたからである。このように文革期の理数系の教科書のね
らいは技術者を養成するということだけではなく、毛沢東・中国共産党・社会主義国家に
忠誠心をもち、新しい社会主義中国に誇りと使命感をもつ新しい人間を創出しようとした。 
終章では、以上の検討から明らかになったことを踏まえ、文革期の中等教育教科書にお
ける愛国主義教育の展開とその特質をまとめた。文革期の「語文」「歴史」「英語」「理数系」
の中等教育の教科書内容をみると、「祖国への愛」「人民への愛」「労働への愛」「毛沢東へ
の愛」「社会主義への愛」「共産党への愛」という六つの愛は文革期における愛国主義教育
の主な構成要素となり、文革期の学校の教育内容として展開された。以上の教科書分析を
通して、文革期における愛国主義教育には少なくても次の三点の特質があることがわかる。
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すなわち、①「愛国主義教育」という表現を使用しない愛国主義教育、②「毛沢東への愛」
に関する教育の強化、③「人民への愛」に関する教育の強化である。 
 
四. 本論文の結論と独創性 
 １. 本論文の結論 
(１) 「愛国主義教育」という表現を使用しない愛国主義教育 
前述したように、文革当時の愛国主義教育は「愛国主義教育」という表現を使用しない
形で展開された。文革期においては「愛国主義」や「愛国心」という言葉は使われなかっ
た。よって、「愛国主義教育」や「愛国心教育」という言葉も使用されなかった。また、先
行研究では、文革期には「五愛」教育が廃止されたとされたが、実際では、当時の中等教
育の教科書における「祖国への愛」、「人民への愛」、「労働への愛」、「毛沢東への愛」、「社
会主義への愛」、「共産党への愛」という六つの愛を中心とした愛国主義教育は、「語文」「歴
史」という教科だけでなく、「英語」「理数系」などの教科にまで全面的に浸透していたこ
とが教科書内容の分析を通して具体的に明らかにされた。文革期には、この六つの愛が中
等学校の教育内容として各教科内容に浸透され、強調された。それらの愛国主義の教育内
容は、各教科で共通して扱われているものもあれば、またその教科に独自な内容もあった。 
(2) 「毛沢東への愛」の強化 
六つの愛の中で、「毛沢東への愛」を強化するための学校教育は頂点に達した。これらは
文革前の愛国主義教育と文革後のそれとも異なる点であった。1949年に成立した新中国は、
毛沢東が指導者とする中国共産党が建国した社会主義体制の国家である。1949年以降、社
会主義国家における愛国主義教育においては、「毛沢東への愛」「社会主義への愛」「共産党
への愛」に関する教育が重要な内容となった。文革初期の各教科書は、毛沢東の語録で満
ちあふれ、毛沢東の詩・文章、毛沢東を賛美する作品などを通した「毛沢東への愛」に関
する教育は全ての教科書の共通したテーマであった。当時、「毛沢東への愛」は「社会主義
への愛」の現れであり、「共産党への愛」の現れであった。「毛沢東への愛」「社会主義への
愛」「共産党への愛」は三位一体の構造となった。 
(３) 「人民への愛」の強化 
人民は歴史を創造する主体や社会主義国家建設の主体と国家の主人公として賛美された。
文革期には、「人民への愛」も強化された。文革期の語文教科書や英語教科書などで、烈士・
軍人・労働模範・知識青年など理想的な人間が多く取り上げられた。彼らは「人民のため」
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に戦い、「人民のため」に働き、あるいは「人民のため」に亡くなった。彼らは、人民の代
表であり、模範であった。彼らの具体的な事例を通して、毛沢東思想を身につけることに
よって、「人民のため」にいつでも自己犠牲を払う理想的な人間に、生徒を教育しようとし
た。文革期においては、「人民のため」は「祖国のため」とは同義的なものであった。それ
は、「正義のため」という意味に近い。「人民」という言葉は多義的に使用されるものであ
り、無限の想像空間をもつ言葉である。「中国人民」は「中国人」と同義であり、毛沢東や
中国共産党の指導の下で、形成された平等的な人々と想像された。 
 ２. 独創性 
本論文は、これまでの研究では見逃していた文革期における愛国主義教育の展開とその
特質について、中等教育の教科書を通して明らかにするところに本研究の独創性があり、
文革期の教育や教科書に関するこれまでの研究の空白を埋める研究になる。本論文は、ま
た 1949 年社会主義中国が成立してから今日までの中国における愛国心・愛国主義の教育
の連続性を立証することにもつながり、中国の近代化や世界社会主義運動における文革期
の教育の意味の再考に新しい視点を提供することもできる。 
